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1　は　じ　め　に

本報ではエダマメの作期拡大をねらいとして，5月中旬

以降に播種期をかえた場合の生育，収量等について，60年

から2か年間の検討結果を報告する。

蓑1　耕種概要

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手県九戸郡軽米町県北分場圃場

土壌；腐植質火山灰土壌

（2）供試品種　　①中生種「ふくら」

試験

番 号

播 種 期

（月／匂 ）

供 試

年 次

供 試

品 種

栽　　　　 植　　　　 様　　　　 式 施 肥 量 （喝 ／／匂 ）

栽　 培　 法
使 用

マル チ

旺 間
血 ）

株 間
（由 ）

1 株 本 数
（本 ）

密 度
（株 ／／匂）

N P 2 0 5 K 20

1 5／ 15

6 1
ふ くら マ ル チ 直 播 92 24 8 120 ／ 2 24 1 6 94

0 ．6 2．5 1．8
錦　 秋 無 マル チ直播 　　／ 70 25 1 5 7 1

60
ふ くら マ ル チ 直 播 9224 B 1 20／ 2 24 1 6 94

0．6 2．5
巨 8

錦　 秋 無 マ ル チ直播 　　　／ 70 2 5 1 5 7 1

2 6／ 5
6 1

ふ くら
マ ル チ 直 播

9215 8 1 20 ／ 2 1 5 1 1 1 11 〉 0・6 2．5
〉 1・8

錦　 秋 9224 B 1 20 ／ 2 2 4 1 6 9 4

6 0
ふ くら 〝 9215 B 1 20／ 2 15 1 1 1 11 1 0・6 〉 2・5 い ・8
錦　 秋 無 マル チ直播 　　　／ 70 2 5 1 5 7 1

3 6 ／ 15

6 1
ふ くら

マ ル チ 直 播
92 15 B 1 20 ／ 2 1 5 1 1 1 1 1 巨 6 ） 2■5 巨 8

錦　 秋 922 4 B 1 2 0／ 2 2 4 1 6 9 4

6 0
ふ く ら 921 5 B 1 2 0／ 2 15 1 1 1 1 1 ） 0・6 ‡ 2・5 巨 8
鏡　 秋 〝 922 4 B 120 ／ 2 2 4 1 6 9 4

4 6／ 2 5
6 1

ふ く ら 92 15 B 12 0／ 2 15 1 1 1 1 1 1 0・6 〉 2・5 巨 8
爺　 秋 〝 922 4 B 1 2 0／ 2 2 4 1 69 4

60
ふ くら 92 15 B 12 0／ 2 1 5 1 1 1 1 1 い 6 巨 5 ） 1・8
鏡　 秋 ◆ 922 4 B 12 0／ 2 24 1 6 94

5 7／ 5 6 1
ふ く ら 9 215 B 12 0／ 2 1 5 1 1 1 1 1 ） 0・6 ） 2・5 ） 1・8
錦　 秋 〝 92 24 B 12 0／ 2 2 4 1 69 4

6 7／ 15 6 1
ふ くら 9 21 5 B 12 0／ 2 1 5 1 1 1 1 1 〉 0・6 〉 2・5 巨 8
錦　 秋 － 92 24 B 12 0 ／ 2 2 4 1 6 9 4

7 7 ／ 25 6 1
ふ くら 92 15 B 1 20 ／ 2 15 1 1 1 11 ） 0・6 ） 2・5 巨 8
錦　 秋 〝 922 4 B 1 20 ／ 2 2 4 1 6 9 4

②晩生種「錦　秋」

（3）耕種概要　　表1に示した。

3　賦　験　結　果

（1）試験期間の気象経過の特徴

60年は5月下旬から6月中旬にかけて極めて低温に経過

し．6月上旬播種の生育が停滞した。61年も6月から7月

中旬が低温に経過し，6月上～中旬播種の無マルチ栽培で

生育停滞が著しかった。その後は好天に経過した。

（2）収量並びに収穫期等

①　中生種「．S、くら」は，5月15日から7月25日までの

期間内の播種によって，70吻／〃以上の良品質ユダマメの

収量（一乗2校以上の有効爽垂）を確保できた。この期間

内の播種期では収穫期が8月中旬から9月下旬であった。

②　晩生種「錦秋」では，5月15日から7月15日までの

期間内の播種によって，70七〝／β以上の良品質エダマメの

収量がはば確保され，またこの期間内の播種期では収穫期

が9月中旬から下旬となった。

なお，7月下旬の播種では，一株稔実英数が激減し．収

量が15吻／／匂程度の低収で実用性がない（図1，2）。
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図1播種期と収量（品種・ふくら）

蓑2　生育日数と積算気温，日照時間

播　仲　間（彗■）

図2　播種期と収量（品種儲秋）

（昭60）

試 験 番 号
播 種 期 （Ⅰ） 開 花 期 （皿）収 穫 期 （Ⅲ

（月 ／ 日 ） （月／ 日 ） （月／ 日 ）

生　　育　　日　　数 積算気温（日照時間）
I 一一Ⅱ Ⅱ ・－Ⅲ Ⅰへ・Ⅲ Ⅰ一一Ⅱ Ⅱ 一一m
（日） （日） （日） ℃ （k ） ℃ （k ）

1 ㍉ さ ㍉ 7 叛 0 63 34 97
9 89．6
（330．4）

835．7
（267 1）

2 レ 5 ㍉ 丁 ㍉ 七 53 32 85 938．4
（255．0）

794．0
（254 7）

3 舛 5 ㍉ 8 叛 1 43 34 77 841．7
（230 ．9）

839．6
（253 0 ）

4 ● ㌢ 4 ㌢ 6 40 33 73
83 2．9
（205 ．4）

674．0
（247．5）

Ⅰ～Ⅲ

℃（k）
1825．3

（597．5）

1732．4

（509．7）

1681．3

（483．9）

1506．9

（452．9）

ふく　ら

表3　生育日数と積算気温，日照時間（品種名－ふくら）
（昭61）

区 恥
播 種 期 （I I

（月／ 日 ）

開 花 掛 皿

（月／ 日 ）

収 穫 期 （Ⅲ）

（月／ 日 ）

生　　 育　　 日　　 数 積 算 気 温 （ 日 頗 時 間 ）
Ⅰ ・一 皿 Ⅱ ～ Ⅲ Ⅰ ～ Ⅲ Ⅰ ～ 皿 Ⅱ ・一 皿 Ⅰ 一一 Ⅲ
（日 ） （日 ） （日 ） ℃ （k ） ℃ （h r ） ℃ （k ）

1 ㍉ S ㍉ 1 叛 8 7 7 2 8 1 0 5 1 2 0 9 ．9
（3 3 3 ．9 ）

6 13 ．8
（1 4 0 ．3 ）

1 8 2 3 ．7
（4 7 4 2 ）

2 ㌢ 5 ㌢ 4 ㌢ 2 6 0 2 9 8 9 1 0 4 2 ．3
（2 5 5 ．6 ）

6 3 1 ．0
（1 3 9 ．9 ）

1 6 7 3 ．3
（3 9 5 5 ）

3 舛 5 ㌢ 8 シ 8 5 4 3 1 8 5
9 6 4 ．6

（1 6 9 ．4 ）
6 7 2 ．7

（1 6 1．2 ）
1 6 0 7 ．5
（3 3 0 ．6 ）

4 毎 5 ㍉ 1 ㍉ ユ 4 7 3 2 7 9 8 7 0．9
（1 7 5 ．3 ）

6 8 0 ．3
（1 6 7 ，7 ）

1 5 5 1．2
（3 4 3 0 ）

5 レ 5 叛 6 叛 9 4 2 3 4 7 6 8 5 3 ．2
（1 7 6 ．0 ）

6 7 9 ．4
（1 6 6 ．4 ）

1 5 3 2 ．6
（3 4 2 6 ）

6 ㍉ さ 叛 5 ％ 6 4 1 3 2 7 3
8 5 5 ．8

（1 9 3 ．7 ）
6 1 3 ．2

（2 6 2．5 ）
1 4 4 9．0
（4 5 6 ．2 ）

7 ㍉ 5 叛 1 ％ 0 3 7 3 0 6 7
8 2 6 ．5

（2 1 4 ．4 ）
4 5 3 ．3

（1 4 3 ．5 ）
1 2 7 9 ．8
（3 5 7 ．9 ）

③　当地帯の平年の初霜日は10月7日であり．これから

すると「ふくら」は，7月25日播種でも好きを受ける危険

性が少なく，安定的に収穫可能となるが，「鏡秋」では，

7月25日播種は収穫期が10月上旬となることから，霜害の

危険性が高い。

（3）生育日数並びに登熟日数等

①　「ふくら」の作期別（5／15～7／25）の播種期から

開花期までの生育目数は37日から77日を要し，播種期が遅

くなるにつれて生育日数に短縮の傾向がみられた。

開花期から収穫期までの豊熟日数は28日から34日で，各

播種期ともはば同程度であった。作期別の豊熟日数には一

定の関係は認められなかった。

登熟期間の積算温度は年次による差がみられたものの，

約450～840℃であった（表2，3）。

②　「錦秋」の作期別（5／15～7／15）播種期から開花

期までの生育日数は38～85日．開花期から収穫期までの登

熟日数は31～41日，豊熟期間の積算温度は550～990℃で

はぼ「ふくら」と同程度であった。

4　ま　　と　　め

5月中旬以降播種期をかえての生乳収量について検討
した。

①　「ふくら」は，5月中旬から7月25日までの播種で

70毎／〃以上の収量が期待でき，初霜を受ける危険性が少

なく安定的に収穫可能となる。

②　「錦秋」では．5月中旬から7月15日までの播種で

70喝／αの収量が確保できる。しかし7月下旬の播種では

稔実英数が低下し，低収となり仁熱期も遅く初霜に遭遇す

る危険性が高まる。
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